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7行目　　病気

（旧15行目）20行目　 病気

疾病

疾病

8行目の下追加

今回、発刊から7年という月日が経過しましたので、単に修正作業だけでなく、一部

の疾病で生じた「診断基準の改訂」を載せるとともに、超高齢化にともなって「フレ

イル」を追加しました。また、「サプリメント」について詳しく解説を加えた上で、

各症状ごとにメディカルハーブに関連するサプリメントを追記して、より役立つ内容

にいたしました。
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①主食はパンではなくご飯を基本とし、できれば胚芽米などの未精製食品を摂る ①主食、主菜、副菜を基本に、バランスのよい食事を心がける

①1行目　油脂、添加物が少ない 油脂などが少ない

①2行目　文頭に追加 そしてできれば未精製食品を取り入れましょう。

②副食は野菜中心とし、動物性の食品は魚介類や卵をほどほどに摂る ②野菜を多く取り入れ、動物性の食品は肉、魚介類、卵をほどほどに摂る

②1行目　野菜は動物性食品に比べて 動物性食品に比べて野菜は

②1～2行目　豊富に含んでいます。 豊富に含んでいますので、メニューに積極的に取り入れましょう。

③3行目　文末に追加 ただし塩分を多く含むものもあるので注意しましょう。

④添加物の多い加工食品を避け、自然な手作りの食べ物を食べる ④旬の食材や地域の産物を使い、自然な手作りの食べ物を食べる

④1行目　文頭に追加
地域や家庭で受け継がれてきた料理や作法を大切にして、日々の食生活に活かしましょう。家庭での料

理を増やし、

④1～2行目　着色料や保存料などの添加物は代謝系に負担をかけるので、なるべく

控えます。
着色料や保存料などの代謝系に負担をかける添加物の摂取を控えます。

⑤肉類、乳製品、砂糖、カフェイン、清涼飲料水の摂りすぎに注意 ⑤乳製品、砂糖、カフェイン、清涼飲料水、塩分の摂りすぎに注意

⑥必要があればライフスタイルに応じたサプリメント（抗酸化食品）を摂取する ⑥必要があればライフスタイルに応じたサプリメントを摂取する

①n-6系多価不飽和脂肪酸とn-3系多価不飽和脂肪酸の摂取バランスの改善

6行目　脂質については、炎症を促進する～ 脂質については、過剰な飽和脂肪酸や、炎症を促進する～

P10 P10
③毒性の低いたんぱく質の摂取

２～3行目　飽和脂肪酸で、コレステロールの～ 飽和脂肪酸で、摂りすぎにより過剰なコレステロールの～

第2回 P12 P12 細胞の構造と機能 5行目　約60兆個 約37兆個

P27 P27 学習のねらい 3行目　剤型 剤形

P28 P28 2行目　ふた フタ

3～4行目　（2011 年3 月24 日公示） （2011 年3 月公示）

８行目　第十六改正日本薬局方 第十八改正日本薬局方（2021 年6 月公示）

参考　第十六改正 第十八改正

第1回

第4回

さまざまな剤形P29

P8
9食事指導

（1）日常的な食生活指針
P8

（1）日常的な食生活指針

P9

（２）老化を防ぐ植物性食品

P29

P9
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～

34



回数

第5版

2刷

ページ

第6版

ページ
該当箇所 第5版（2刷）記載内容 第6版記載内容

■図4.1　日本の健康食品の位置づけ

1～2行目　健康食品の定義はないが、健康についての機能性を表

示できる製品とそうでないものなどの分類がある。

健康食品の定義はありませんが、健康についての機能性を表示できる製品とそう

ではないものに大きく分けられます。

2行目　「機能性表示食品」は2015年に始まった制度によるもの

で、加工食品に加え、生鮮食品も対象となっている。

「機能性表示食品」は2015年に始まった制度で加工食品に加え、生鮮食品も対象

となっています。

■表4.2　日本における健康食品等の

現状

■図4.1　日本の健康食品の位置づけ

の下の文章

追加

P35第4回 P34
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■表4.3　健康食品等の分類P36第4回 P35

参考から変更
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P36



ページ 第5版（2刷）記載内容 第6版記載内容

P37 



ページ 第5版（2刷）記載内容 第6版記載内容

追加P38



ページ 第5版（2刷）記載内容 第6版記載内容

P39 追加



回数

第5版

2刷

ページ

第6版

ページ
該当箇所 第5版（2刷）記載内容 第6版記載内容

第5回 P42 P44
（２）防御因子増強薬の例

・プロスタグランジン製剤 1行目　高容量 高用量

P47

P49

～

50

4薬物療法

（3）過敏性腸症候群
薬剤の追加　整腸薬の下

●セロトニン3受容体拮抗薬（5-HT3拮抗薬）

下痢型の方に、腸の運動異常を改善させる薬剤です。

●粘膜上皮機能変容薬

便秘型の方に、便を柔らかくする薬剤です。

・プロバイオティクス　1行目

乳酸菌や酢酸などの酸を 乳酸、酢酸や酪酸などの短鎖脂肪酸を

追加

●プレバイオティクス

難消化性デキストリン、イヌリン等の食物繊維やオリゴ糖の多くは、腸内の有用菌を増やし、腸

内環境を改善し便通を改善します。

生活指導　食事 2行目　・・・ワカメなどの水溶性食物繊維を摂りましょう。 ・・・ワカメなどの水溶性食物繊維を多く含む食材を摂りましょう。

（1）病態　1行目　過剰 過剰摂取

（3）診断　1行目　GOT(AST)、GPT(ALT) AST（GOT）、ALT（GPT）

P52 P54 4薬物療法

4行目　・・・慢性 C 型肝炎では、抗ウイルス療法に加えて、肝機 能改善

薬であるグリチルリチン製剤などが用いられます。グリチルリチンを含む甘

草には免疫 調節作用や肝保護作用があり、種々の漢方に配合されていま

す。

・・・慢性C型肝炎では、抗ウイルス療法［インターフェロン製剤、経口抗ウイルス薬（イン

ターフェロンフリー療法）］に加えて、肝庇護療法であるグリチルリチン製剤などがあります。

P53 P55
3その他

◎サプリメント
追加

●クルクミン・ビサクロン(ウコン由来)

健康な人の肝機能酵素（γ-ＧＴＰ、ＡＳＴ、ＡＬＴ）値の改善に役立ちます。

●スルフォラファングルコシノレート(ブロッコリースプラウト・ケールスプラウト由来)

健康な中高齢者の健常域でやや高めの血中ALT値を下げます。

P52

第6回

3その他

◎サプリメント

P53 3肝機能障害

P50

P51



回数

第5版

2刷

ページ

第6版

ページ
該当箇所 第5版（2刷）記載内容 第6版記載内容

３診断 1行目　日本高血圧学会の2014年の・・・ 日本高血圧学会の2019年の・・・

■表7.1　高血圧の診断基準

P59 P61 1～3行目

前回の 2009 年のガイドラインとの変化は、至適血圧、正常血圧、正常高値

血圧の３つを まとめて ・「正常域血圧」という分類ができたことと、「収縮

期高血圧」という項目が加わり ました。

削除

2アロマセラピー（精油）
ゼラニウム学名の追加

Pelargonium odoratissimum
Pelargonium graveolens, Pelargonium odoratissimum

3その他

◎サプリメント

内容の差替え

・n-3 系多価不飽和脂肪酸（EPA、DHA）

血管壁を構成する細胞や赤血球などの細胞膜 を柔軟にして、血流を改善しま

す。

・カルシウム・マグネシウム

相互にバランスをとりながら代謝を助ける必須ミネラルで、 Ca : Mg = 1 :

1 ～ 2 : 1 の比率で摂取します。カルシウム不足は血管を老化させ、動脈 硬

化などの生活習慣病を招きますが、マグネシウムの摂取により、高血圧や動脈

硬化など が改善されます。

●カリウム

腎臓でのナトリウムの再吸収を抑制して、尿中への排泄を促進するため、血圧を

低下させます。

●各種ペプチド(ラクトトリペプチド、サーディンペプチド、わかめペプチド等)

アンジオテンシン 変換酵素（ACE）を阻害することで、血圧高めの方の血圧を

低下させます。

●ぶどう由来のプロアントシアニジン

内皮細胞における一酸化窒素（NO）の産生を高めることで、血圧を低下させま

す。

1行目　塩分摂取は1日6ｇを目安とします。
「日本人の食事摂取基準（2020年）」では、ナトリウム（食塩相当量）の成人

目標量を1日につき男性は7.5g未満、女性は6.5ｇ未満としています。

1～2行目　血圧を下降させる方向に・・・ 血圧降下方向に・・・

P63

P60

P62

第7回

P58

生活指導　食事P64

P61
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2脂質異常症　（3）診断
日本動脈硬化学会の 2007 年のガイドラインでは、次の診断基準があげられ

ています。

日本動脈硬化学会の 2017 年のガイドラインでは、次の診断基準があげられています。

2017 年の改訂で、新しく「non-HDL コレステロール」という項目が入っています。

これは、「悪玉コレステロール」と呼ばれる LDL コレステロール以外にも、中性脂肪が

豊 富なリポ蛋白、脂質代謝異常により出現するレムナントなどを含んだ、動脈硬化のリ

スク を総合的に管理できる指標です。中性脂肪が 400㎎ /dL 以上の高中性脂肪検体や

食後採 血検体の指標として使われます。

non-HDL コレステロール　＝　総コレステロール　－　HDL コレステロール

■表8.1　脂質異常症診断基準

以前は総コレステロールの基準範囲が決められていましたが、2007 年からは

外されました。
削除

P69
3その他

◎サプリメント
追加

●イヌリン

腸内細菌に利用されることにより生成した短鎖脂肪酸の効果によって、血中中性脂肪を低

下させます。

●難消化性デキストリン

脂肪の消化吸収過程において、ミセルの安定化に寄与し、食事として摂取した脂肪の吸収

を抑制することにより、食後の血中中性脂肪上昇を抑制します。

P69

～

70

生活指導　食事

2行目～4行目　肥満の改善として、摂取エネルギーは標準体重 1㎏あたり 25

～ 35kcal、脂質エネルギーは 1 日総エ ネルギーの 25％以下にします。コレ

ステロールの多い食品からの摂取は 1 日 300mg 以下にします。

肥満の改善として、脂質エネルギー比は1日総エネルギーの20～30％にします。

「コレステロール～1 日 300mg 以下にます。」は削除

P70 P72
3その他

◎サプリメント
・ビタミン E　抗酸化と血流の促進を目的として摂取します。 削除

p66

P67 

第8回

p64
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1呼吸系の構造 1呼吸器系の構造

1行目　呼吸系は 呼吸器系は

P76 P78 5薬物療法

13行目　ノイラミニダーゼ阻害薬 4 種（経口、吸入、注射）と、M2 たんぱ

く阻害薬 1 種（A 型のみ）が承認されており、異なる作用機序の薬剤の開発

も進んで います。

ノイラミニダーゼ阻害薬4種(経口、吸入、注射)、エンドヌクレアーゼ阻害薬1種とM2 たんぱく阻害薬 1種(A型

のみ)が承認されています。

P78 P80
3その他

◎サプリメント
追加

●プラズマ乳酸菌　　pDC（プラズマサイトイド樹状細胞）に働きかけ、健康な人の免疫機能の維持に役立ちま

す。

P81 P83 2アロマテラピー（精油）
フランキンセンスの学名

Boswellia carterii Boswellia sacra (Boswellia carteri)
3診断 3診断（WHOの診断基準） 3診断

■表10.1　糖尿病の判断基準値

【判定基準】

P85 1～2行目
また、血糖値だけでなく、2 ～ 3 か月の平均的な状態がつかめる HbA1c＊1

（ヘモグロビ ンエイワンシー）という検査が行なわれます。
削除

P86 P89
3その他

◎サプリメント
追加

①食事による食後の血糖の上昇を穏やかにするサプリメント素材

サラシア由来サラシノール・ネオコタラノール、グアーガム分解物（食物繊維）、セイタカミロバラン果実(ター

ミナリアベリリカ)由来没食子酸、バナバ葉由来コロソリン酸、イヌリン（菊芋、ごぼう、チコリ由来等）など植

物由来のもの。

難消化性デキストリン、アルギン酸Ca

②健康な方の高めの空腹時血糖値を低下させるサプリメント素材

ナリンジン（オレンジ、グレープフルーツ、レッドオレンジ由来）、湿熱処理レジスタントスターチ(高アミロー

スとうもろこし加工品)、5-アミノレブリン酸リン酸塩、Ｌ-アルギニン

追加

P87

P75 1呼吸器系の構造と機能

第9回

P86

P73

第10回

P84
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（旧

P87）

P90

P90に移動
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P90

P92

～

93

3その他

◎サプリメント
追加

●ルテオリン(菊の花由来)

 キサンチンオキシダーゼ阻害作用により、尿酸値が高め（5.5㎎/dL超～7.0㎎/dL未満）な男性の

尿酸値を下げる機能があります。

●フィチン酸

食事由来プリン体の腸管からの吸収を抑制することにより、食事による血清尿酸値の上昇を抑えま

す。（穀類など植物種子の「ふすま」に含まれる。）

●レモン由来モノグルコシルヘスペリジン

肝臓中のキサンチンオキシダーゼ活性を阻害し尿酸の合成を抑制することにより、血清尿酸値が健常

域で高めの方の尿酸値を下げる機能があります。

P93 参考　プリン体の多い食品

P94
参考　尿をアルカリ化する食品と酸性

化する食品

参考：日本食品標準成分表 2010、高尿酸血症・痛風の治療ガイドライン第 2 版

2010
参考：高尿酸血症・痛風の治療ガイドライン第 2 版（2010）

第10

回

第12

回

P93

P110

P113

P96

P114

P118

ブラックコホシュ 追加

＊過去に海外で肝機能異常等の健康被害報告があり、その使用・摂取方法等によっては健康に影響を

生じさせる可能性が否定できないことにより、2020年6月「食品衛生法の指定成分」に指定されま

した。

肝障害を引きおこす作用の本体成分は必ずしも明確ではありませんが、様々な生理活性を有する多種

のアルカロイド類（マグノフロリン、レチクリン、ノルコクラウリン等）が含まれます。

P91

第10回
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3その他

◎サプリメント
追加

●大豆イソフラボン

骨のリモデリングにおける破骨細胞による骨吸収を抑え、骨芽細胞による骨形成を促進し、骨密度を

上昇させることにより、骨の成分の維持に役立つ機能があります。

生活指導　食事

カルシウムを十分に摂ることが大切です。骨粗鬆症や骨折の予防には、成人で 1

日 800mg、 成長期の子どもは 1000mg を目安に摂ります。同時に、カルシウム

の吸収を高める栄養素で ある、ビタミン D、ビタミン K、マグネシウムも一緒に

摂りましょう。

カルシウムを十分に摂ることが大切です。骨量を維持するための必要量として、30 歳以上 の男性は

1 日 750mg、30 歳以上の女性は 650mg を目安に摂ります。同時に、カルシウム の吸収を高め

る栄養素である、ビタミン D、ビタミン K、マグネシウムも一緒に摂りましょう。 骨折リスクを上

昇させないビタミン D の必要量として、成人は 1 日 8.5 μg が目安量とされています。

3その他

◎サプリメント
追加

●GABA

ストレス緩和効果や血中成長ホルモン濃度上昇効果および睡眠の質改善効果により、日常生活で生じ

る一時的な活気・活力感の低下を軽減する機能があります。

●サフラン由来クロシン・サフラナール

睡眠の質が低いと感じている方の睡眠の質（活動時の眠気）を改善し、物事をやり遂げるのに必要な

意欲を維持させる機能があります。

生活指導　食事 3行目　胚芽 発芽

3その他

◎サプリメント
追加

●GABA

自律神経バランスを交感神経抑制・副交感神経亢進状態にすることで、睡眠の質（眠りの深さ、すっ

きりとした目覚め）の向上に役立つ機能があります。

●L-テアニン(緑茶の旨味成分)

 自律神経活動への効果を通じて睡眠の維持、安定性を改善し、睡眠の質を高める（起床時の疲労感

や眠気を軽減）機能があります。

3その他　フラワーレメディ
心のケアや、マイナスの感情に左右された場合などに使用します。

■▶巻末の資料を参照してください。

〔不眠・抑うつに用いられるレメディ〕

●オリーブ　心身ともに疲れ果てて眠れない。

●インパティエンス　忍耐力に欠けイライラして眠れない。

●ホリー　嫉妬や嫌悪感、怒りが原因で眠れない。

●ホワイトチェストナット　想念や不安で頭が休まらず眠れない。

P104 1メディカルハーブ 1行目　疲れ目 疲れ眼

P105
3その他

◎サプリメント
追加

●ルテイン・ゼアキサンチン(マリーゴールドTagetes ssp .由来)

目の黄斑色素量を増加、維持する働きがあり、コントラスト感度やグレア回復をサポートし、睡眠の

質、眼の疲労感の軽減に役立ちます。

●ビルベリー由来アントシアニン

ピント調整力を改善することで眼の疲労感を軽減するとともに、健康な人の目の潤いを保ちます。

●デルフィニジン-3,5-ジグルコシド(マキベリー由来)

長時間パソコンやスマートフォン等の画面を見ることによる目の疲労感や肩の負担を軽減する機能、

目の潤いを維持する機能と目の一時的な不快感を軽減する機能があります。

第10回

第11回

P106

P108

～

109

P94

P99

P102

P97

P102



回数

第5版

2刷

ページ

第6版

ページ
該当箇所 第5版（2刷）記載内容 第6版記載内容

P108 P112 2行目 エストロゲンとプロゲステロン… エストロゲンと黄体からはプロゲステロン…

P115 2アロマセラピー（精油）

ゼラニウム学名の追加

Pelargonium odoratissimum

フランキンセンスの学名

Boswellia carterii

Pelargonium graveolens, Pelargonium odoratissimum

Boswellia sacra (Boswellia carteri)

［女性向けのサプリメント素材］

●チェストベリー

月経前の諸症状（月経前症候群：乳房のはり、頭痛、イライラ、怒りっ ぽい、気分変調）を軽減します（OTC

医薬品としても販売されています）。

●鉄

鉄は赤血球を作るのに必要であり、月経がある女性にとっては不足になりがちな栄養素です。

①冷え

●モノグルコシルヘスペリジン（モモ、パイナップル、米、コンニャクなど由来）

寒い季節や夏の冷房などで気温や室温が低い時に、冷えにより低下した手先の血流量（末梢血流） を改善する

とともに、手先や足先の体温を維持する機能があります。

●6- ジンゲロール、6- ショウガオール ( 生姜由来のポリフェノール成分 )

冷えを感じやすい方に、末梢の体温（掌）を維持する機能があります。

●ヒハツ由来ピペリン類

脚のむくみが気になる健常な女性の夕方の脚のむくみ ( 病的ではない一過性のむくみ ) を軽減する機能がある

ことが報告されています。また、冷えにより 低下した血流（末梢血流）を正常に整え、冷えによる末梢（手）

の皮膚表面温度の低下を 軽減する機能があります。

②むくみ

●赤ブドウ葉由来ポリフェノール

夕方の脚のむくみを軽減します。

●レモン由来モノグルコシルヘスペリジン

一時的に自覚する顔のむくみ感や、脚（ふくら はぎ）のむくみを軽減する機能があります。

2アロマテラピー（精油）
ゼラニウム学名の追加

Pelargonium odoratissimum Pelargonium graveolens ,Pelargonium odoratissimum

3その他

◎サプリメント

・ビタミン E　血液循環を促進するビタミン E なども用いられます。

・食物繊維（ファイバー）外因性エストロゲンの吸収を抑えます。
削除

P115 フラワーレメディ
心のケアやマイナスの感情に左右された場合などに使用します。

■▶巻末の資料を参照してください。

〔更年期に用いられるレメディ〕

・ウォルナット　起こってきた変化に対するとまどい。

・クラブアップル　外見に対する自己嫌悪。

・ゴース　希望がもてない憂うつ感やあきらめ。

・ハニーサックル　過去を懐かしみ、変化を受け入れられない。

第12回

P119

P114

P111

P115

～

116

3その他

◎サプリメント

内容の差し替え

・マルチビタミン

サプリメントとして、ビタミン B1 やビタミン B6 などのビタミン B 群や、ビタミン E

を用います。

・カルシウム・マグネシウム

Ca : Mg = 1 : 1 ～ 2 : 1 の比率で摂取します



回数

第5版

2刷

ページ

第6版

ページ
該当箇所 第5版（2刷）記載内容 第6版記載内容

P120 P125 （2）花粉症 4行目　剤型 剤形

P123 P128
3その他

◎サプリメント
追加

●ロスマリン酸(エゴマの葉由来)

 抗アレルギー作用、IgE抗体の産生抑制作用、ヒスタミン産生抑制作用などが複合的に働き、花粉やハウスダ

スト、ホコリなどによる目の不快感を軽減します。

●メチル化カテキン(緑茶由来)

 マスト細胞の活性化（脱顆粒→ヒスタミン放出）を抑制し、アレルギー症状を抑制することによって ハウスダ

ストやほこりなどによる目や鼻の不快感を軽減します。

P124 P129
1病態

■図13.3　関節リウマチのしくみ 関節 関節包

P128 P133 ■図14.1　皮膚の断面図 角質層 角層

■図14.2　表皮の構造 角質層 角層

（1）表皮のしくみと働き
2行目・4行目　角質細胞

・角質層

角層細胞

・角層

②皮脂
1行目　角質層

2行目　角質細胞

角層

角層細胞

（2）角層の水分保持機能 （2）角質層の水分保持機能 （2）角層の水分保持機能

①NMF

1行目　角質層は

2行目　角質細胞の

3行目　角質内部の

3行目　角質層の

角層は

角層細胞の

角層内部の

角層の

②細胞間脂質
1行目　角質細胞の

2行目　角質細胞同士

角層細胞の

角層細胞同士

③水分保持機能

1行目　角質層

1行目　角質細胞内に

2行目　角質細胞と角質細胞の

5行目　角質層

7行目　角質細胞間に

角層

角層細胞内に

角層細胞と角層細胞の

角層

角層細胞間に

■図14.5　角層の保湿機構 角質の保湿機構 角層の保湿機構

健康な皮膚
角質細胞

角質層

角層細胞

角層

乾燥した皮膚
角質細胞

角質層

角層細胞

角層

第13回

P135

P134

P130

P136

P129

P131

第14回



回数

第5版

2刷

ページ

第6版

ページ
該当箇所 第5版（2刷）記載内容 第6版記載内容

P132 P137 ③更年期 4行目　角質層 角層

②シミ・ソバカス 8行目　角質層は 角層は

（1）皮膚の状態の変化

①乾燥

1行目　角質層では

角質の弾力が

角層では

角層の弾力が

P134 P139
■図14.7　太陽光線の種類と皮膚へ

の透過度
角質層 角層

P136 P141 2アロマセラピー（精油）

ゼラニウム学名の追加

Pelargonium odoratissimum

フランキンセンスの学名

Boswellia carterii

Pelargonium graveolens, Pelargonium odoratissimum

Boswellia sacra (Boswellia carteri)

・マルチビタミン　5行目　・・・ビタミンサプリメントの摂取は必要です。 ・・・ビタミンサプリメントの摂取は有用です。

・n-3系多価不飽和脂肪酸　いわゆる炎症体質の改善に用いられます。 削除

追加

●肌のうるおい、保湿を期待できるサプリメント素材

グルコシルセラミド ( こんにゃく・米・パイナップル・モモ由来 )、ヒアルロン酸

Na、ロー ヤルゼリー由来ペプチド・ヒドロキシ -2- デセン酸、月桃葉抽出物な

ど。

●紫外線刺激から肌を保護することが期待できるサプリメント素材

アスタキサンチン、赤パプリカ由来キサントフィル、リコピン ( トマト由来 )、β -

カロテン

●肌の弾力を維持することが期待できるサプリメント素材

GABA、ピセアタンノール ( パッションフルーツ種子由来 )

9行目　1 日に約 50 ～ 70 ｇのたんぱく質を摂取するとともに、野菜、果物

などの・・・

1日成人男性65ｇ、成人女性50gのたんぱく質を摂取するとともに、野菜、果物な

どの・・・

10行目　摂取不足の場合には、サプリメントの使用も可能です。の次に追加

また、皮膚の健康維持のためには、n-3系多価不飽和脂肪酸、亜鉛、ビタミンB群

（B1、B2、B6、ナイアシン、ビオチン）、ビタミンCなども不足なく摂る必要が

あります。

＊B1、B2、B6の数字は下付き文字

3その他

◎サプリメント

生活指導　食事

P142

P138P133

P137

第14回



回数

第5版

2刷

ページ

第6版

ページ
該当箇所 第5版（2刷）記載内容 第6版記載内容

P139 P145 ２妊娠中に起きやすい症状 （２）妊娠中記（16～27週） （２）妊娠中記（16週～27週）

P141 P148 
3その他

◎サプリメント
追加

●葉酸（プテロイルモノグルタミン酸）

適切な量の葉酸の摂取は、妊娠を期待する女性、 妊婦にとって、二分脊椎などの神経管閉鎖障害を持つ子どもが生まれるリスクを低減す

ることが期待できます（一日の目安量 400μg ～ 1,000μg）。

5行目　妊娠高血圧症候群の発症予防としては、1日当たり10ｇ以下の塩分制限が勧められています。 妊娠高血圧症候群の発症予防としては、1日当たり7～8ｇ以下の塩分摂取が勧められています。

追加
妊娠期は、母親だけでなく胎児の栄養も考えた食事が、授乳時にも母親と乳児の栄養を考えた食事が望まれます。食事摂取基準 2020 で

は、下記の表のように、各栄養成分で推奨量付加量や目標量・目安量が設定されています。

P154 P160 （3）薬物療法

肥満症治療の基本は、食事療法、運動療法、行動療法ですが、場合により薬物療法が適用されます。

現在、日本で肥満症治療薬として承認されている薬剤は、視床下部の摂食中枢に作用す る食欲抑制薬

と、リパーゼを阻害することで腸管からの脂肪吸収を抑制して体重を減少さ せるリパーゼ阻害薬で

す。

肥満症治療の基本は、食事療法、運動療法、行動療法ですが、場合により薬物療法が適 用されます。

現在、日本で肥満症治療薬として承認されている薬剤は、視床下部の摂食中枢に作用す る食欲抑制薬などがあります。

P155 P161
3その他

◎サプリメント
追加

●体脂肪を減らす、BMIを減らすことが期待できるサプリメント素材

エラグ酸(アフリカマンゴー由来)、ガレート型カテキン(緑茶由来)、フォルスコリン(コレウス・フォルスコリ由来)、ブラックジンジャー

由来ポリメトキシフラボン、ローズヒップ由来ティリロサイド、葛の花由来イソフラボン

第15回

P146

追加

第16回

P152 生活指導　食事



ページ 第5版 記載内容 第6版記載内容

見出し番号の変更

1高齢者とは

2老化とは

3フレイル予防

4高齢者に対する薬物療法の注意点

■図 16.4　フレイルの予

防のポイント　追加

3フレイル予防　追加

（旧P159）

P165

～

P166



回数

第5版

2刷

ページ

第6版

ページ
該当箇所 第5版（2刷）記載内容 第6版記載内容

P161 P169
3その他

◎サプリメント
追加

●加齢に伴う認知機能の低下に役立つことが期待できるサプリメント素材

イチョウ葉フラボノイド配糖体・テルペンラクトン、大豆由来セリルチロシン・ホスファ

チジルセリン。

●クルクミン

MCI（軽度認知障害）の方を含む中高年の健常域者の方の、脳の記憶や感情を司る部位の

視床下部への、老化に伴うアミロイドβやタウタンパク質の蓄積を抑え、加齢に伴い低下す

る認知機能の一部である記憶力（日常生活で見聞きした言葉を覚え、思い出す力）と注意

力（一つの物事に注意を払い、持続する力）を維持する機能があります。

P163 P171
１泌尿科系の構造

■図16.6ネフロン

遠位尿細管、近位尿細管、糸球体傍装置、腎小体の矢印の位置修正

P166 P173
3その他

◎サプリメント
追加

●キナ酸(クランベリー由来)

生体内での酸化ストレス保護作用により、トイレが近いと感じている女性の日常生活にお

ける排尿に行くわずらわしさをやわらげる機能があります。

行なう 行う

ほうれん草 ほうれんそう

表記の統一

テキスト内の表記を統一

第16回


